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清澄化工業会が最初に設

立総会を開いて満4年 になり､

企業会員も当初の33社 から約

100社 になりました｡多 くの企業

が諸団体への新規入会を控え

ている現状において当工業会

は着実にその会員数を増やし

ております｡そ れではどうして当工業会に入会してくれる

のかと考えてみますと､(1)人に誘われて入会する､(2)多

くの関連企業が会員となっている､および(3)会 の活動内

容に魅力を感じて入会する､の3つ の理由があると思いま

す｡設 立当初は(1)の 理由が主であったかと思いますが､

(1)の理由だけでは会は発展しません｡(2)と(3)の 理由に

より会は発展します｡いわゆる利益誘導型の団体の場合

はそれを目的として入会しますが､入 会してもすぐには直

接的な利益は得られない当工業会の場合はそれなりの魅

力あるビジョンとシナリオを持つ必要があります｡そ のビジ

ョンとは｢世 界に通用する液体清澄化技術と営業戦略の

確立｣です｡そ の基盤を造るための作業委員会･部会とし

て規格･標 準委員会､国 際交流委員会､LCP分 科会が

あり､これらの委員会をサポートし､工 業会のビジョンとシ

ナリオを企画し､実 行する会が理事会､幹 事会､技 術委

員会､広 報委員会､行 事委員会などであります｡規 格･標

準委員会では製品および試験法の国際標準を目指し､ま

ずろ過部会を設立し,入谷先生と金森先生の協力を得て

活発に活動しております｡また国際交流委員会では昨年

のアヘマ視察に続いて､今 年は呂維明先生の協力を得て

台湾での商売につながるような技術交流会(本誌行事予

定参照)を企画しております｡(来 年は中国を予定(?)｡)

LCP分 科会では現在は10人 程度しか参加者はいません

が､石 川先生の指導により清澄化技術に関する環境問

題､環 境コスト､ろ材等の廃棄物処理について真剣に検

討しております｡このように多くの会員の協力を得て当工

業会の発足時のビジョン達成に向かって少しつつですが

進んでおります｡

さて本年は役員を初めとし､各種委員会メンバーの改

選の年であります｡この会の良さはどこかの委員会に参加

してみて始めてわかると委員になった多くの人は言います

(勿論個人差はありますが)｡そ れはこの会の特徴でありま

す異なる業種の委員の人達と委員会あるいは委員会終

了後の交流会で多くの情報交換ができるからです｡この

情報交換の中で委員間の交流が深まり､情報も増え､お

互いに商売につながる例もよくあります｡そ のため今年の

委員改選に当たり､委員にお願いした方は雑用が増えた

と思わずに､自 分と会社の将来の発展のためになると思っ

て是非お引き受け下さるようお願い致します｡(今 期まで

の理事シリーズの最後ということで私が書くことになりまし

た｡来 期からはまた新たなシリーズが始まるものと期待し

ております｡)


